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Ⅰ 研究の概要

１ 研究主題

自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童の育成

～心に響く道徳の時間の指導の工夫を中心にして～

２ 主題設定の理由

今日の社会は、情報化、少子高齢化、価値観の多様化等が進み、子どもたちを取り巻く環境

は急激に変化し続けている。この変化の影響を受け、社会規範自体が揺らぐ社会の大きな変化

や家庭・地域の教育力の低下、異年齢の子どもどうしの交流の場の減少及び社会体験・自然体

験の不足等が問題となってきている。その結果、生命尊重の精神や自尊感情を高めることが難

しく、基本的な生活習慣の定着、規範意識、人間関係を築く力や集団活動を通した社会性の育

成等、子どもたちの課題も浮き彫りになってきている。これらの課題解決に向けて、子どもた

ちに「生きる力」を身に付けさせていくことが必要であり、その理念は新学習指導要領にも示

してある。学校教育では、体験活動を生かして、人間としてよりよく生きる自己実現のできる

自分を感じさせ、主体的に判断して実践していこうとする意欲を育てる教育が必要であり、道

徳教育の充実が一層求められている。

このような背景を受け、平成２０年３月に公示された新学習指導要領では、その改訂の柱の

一つとして、「道徳教育の充実」が掲げられている。総則には、道徳教育は、道徳の時間を要

として学校の教育活動全体を通じて行うことが明確化されている。

本県の教育創造プラン「宮崎ならではの教育」では、心の教育の充実を図るために、人間と

しての在り方や生き方の自覚を深めるとともに、美しいものや善い行いなどとの出会いにおい

て、素直に感動する心を育むことが重要であるととらえている。そのための施策として、道徳

教育の充実を推進し、道徳の時間の指導の充実や豊かな体験活動の充実等を展開している。ま

た、「第２期 明日の宮崎を担う子どもたちを育む戦略プロジェクト」では、戦略４に「命を

大切にする教育の推進」が位置付けてあり、道徳教育の充実を図る施策を推進している。自己

を見つめ、自己の生き方を見直し、よりよく生きていこうとする子どもを育成する道徳教育は、

これからの教育に必要不可欠なものであると考える。

研究実践校である都城市立志和池小学校のある志和池地区は、平成２０年に学校支援地域本

部事業の指定を受け、学力向上や豊かな体験活動の推進に取り組んできた。道徳の時間におい

ては、保護者や地域人材の活用、参観日の授業の公開等、道徳の時間の指導の工夫・改善を行

ってきている。児童の日記や作文、ボランティア活動等の日常活動を見ると、道徳的心情の高

まりについて、児童の変容が見られる。しかし、保護者のアンケート結果を見ると、思いやり

・親切、誠実・明朗、生命尊重について、まだまだ実践力は高まっていないという意見が多か

った。

そこで、本主題を、「自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童の育成」、

副題を「心に響く道徳の時間の指導の工夫を中心にして」と設定した。道徳の時間に深めた道

徳的価値を通して自分自身のよさや課題に気付き、自己の生き方を見つめ、日常生活において、

主体的に実践していこうとする道徳的実践力のある児童の育成を目指したい。本研究では、児

童が実践に移すための過程や実践意欲を高める評価について整理し、体験や体験活動を生かし

た心に響く道徳の時間の工夫を中心に、道徳的実践力を高めていく。ここでは、児童の意識調
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査や記述物、教師の観察等とともに、心理尺度を用いた客観的な評価も取り入れ、多面的・総

合的に研究の評価を行い、指導に生かしていきたい。このように、実践につながる道徳教育に

ついて明らかにし、児童の心に響く道徳の時間の工夫をしていけば、主体的に実践していこう

とする児童の育成につながるのでないかと考え、本主題を設定した。

３ 研究の目的

自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童を育成するための、実践につな

がる道徳の時間を中心とした指導の在り方を究明する。

４ 研究の仮説

道徳的実践につながる過程や評価の在り方を整理し、体験や体験活動を生かした心に響く道

徳の時間の指導の工夫をすれば、自己の生き方を深く見つめ、主体的に実践していこうとする

児童を育成できるであろう。

５ 研究の全体構想

教育関係法規 【本校の教育目標】 児童の実態

学習指導要領 心身ともに健康で、よく学び、 家庭・地域の実態

県・市の教育方針 正しく判断できる児童の育成 保護者の願い

教育の今日的課題 教師の願い

【研 究 主 題】

自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童の育成
～心に響く道徳の時間の指導の工夫を中心にして～

【研 究 の 目 的】

自己の生き方を見つめ、主体的に実践していこうとする児童を育成するための、実践につな
がる道徳の時間を中心とした指導の在り方を究明する。

【研 究 の 仮 説】
道徳的実践につながる過程や評価の在り方を整理し、体験や体験活動を生かした心に響く道徳の時間

の指導の工夫をすれば、自己の生き方を深く見つめ、主体的に実践していこうとする児童を育成できる
であろう。

【研 究 の 内 容】

問題意識をもたせる導入 心を揺さぶる発問

や資料提示の工夫 構成の工夫

思いを伝え合う 自己の生き方を見つ 評価の

話合いの工夫 めさせるための展開 工夫

後段の工夫

特別活動の学習活動

心に響く道徳の時間の工夫

体験や体験活動を生かす

実践につながる道徳教育
児童が実践に移すための過程の仕組み

道徳に関する
児童の実態

道徳に関する
家庭・地域の
実態

学校生活全
般の実態

各教科の
学習指導

総合的な
学習の時間
の学習指導

外国語活動
の学習指導

実践につなげるための道徳の時間の指導
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６ 研究の経過

月 研 究 内 容 備 考

４ 基礎理論研究、研究の方向性の検討、研究計画の立案

５ 理論研究、研究概要の決定、意識調査及び実態調査 志和池小学校

６ 理論研究、意識調査及び実態調査の分析、検証授業Ⅰの準備

７ 検証授業Ⅰの実施、検証授業Ⅰの分析と考察 志和池小学校

８ 理論研究、研究の中間まとめ、中間発表会

９ 検証授業Ⅱの準備、意識調査及び実態調査の実施と分析 志和池小学校

１０ 検証授業Ⅱの実施、検証授業Ⅱの分析と考察 志和池小学校

１１ 研究状況のまとめ、研究状況説明会

１２ 研究のまとめ、研究報告書作成

１ 研究のまとめ、研究報告書作成、研究発表準備

２ 研究のまとめ、研究発表準備

３ 研究発表会

Ⅱ 研究の実際

１ 研究の基本的な考え方

（１） 「自己の生き方を見つめる」とは

道徳教育は、児童が自己を見つめ、自分という人間の在り方や生き方を正面から見つめて、

自分で自分を律する、つまり、自律的な態度や行為がとれる人間形成をしていくことを目指

している。

この道徳教育は、他教科等や日常の指導等の教育活動全体を通じて、適切に行われなけれ

ばならない。特に、その要となる道徳の時間については、新学習指導要領の目標に、「道徳

的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深める」ことが明記されている。これは、

資料を通して、人間理解や他者理解を深めながら、道徳的価値について理解し、それを「自

己を見つめる視点」として自分との関わりでとらえて振り返ることにより、自分なりに目指

す生き方を模索し培っていくことである。以上のことから、「自己の生き方を見つめる」と

は、授業の中で高められた道徳的価値価観を「自己を見つめる視点」とし、それを基に、よ

りよくなろうと肯定的に、これからの自己の在り方や目標を意識していることととらえる。

（２） 「主体的に実践していこうとする」とは

「主体的」とは、自分の意志や判断で行動することととらえる。「実践する」ということ

は、道徳の時間で深められた自己の生き方を、日常の様々な場面で、適切な行為を選択し、

進んで実践に移すような児童の姿を意味している。以上のことから、「主体的に実践してい

こうとする」とは、道徳の時間に自己の生き方を見つめた児童が、学校・家庭・地域におけ

るあらゆる場面において、児童自らの意志や判断で適切な行為に移そうとしていること、と

とらえる。これは、一時的なものではなく、持続的な作用を及ぼすものであり、実践が日常

化されるには、長期的な展望も考えられる。

道徳の時間に、実践に結びつくための自発的な意志を育てるためには、心に響く道徳の時
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間の指導を充実させていくことが大切である。

２ 実践につながる道徳教育

道徳教育は、学校の教育活動全体を通して道徳性を育成することを目指している。最終的には、

道徳の時間に高められた道徳的実践力が道徳的実践として表れることである。これが、実践につ

ながる道徳教育となる。そこで、児童が実践に移すための過程の仕組みを、教育開発研究所出版

の『道徳的体験と行為』（瀬戸真 編著）から、以下のようにまとめ、それをもとに、道徳的実

践を支える道徳的実践力を高めていく道徳の時間の指導について整理した。

（１） 児童が実践に移すための過程の仕組み

ア 動機と発達の段階

道徳的実践は、内面的資質としての道徳的実践力によって決断され、行われるものである。

児童の内面を育てるためには、行為に至るまでの「動機」とそのときの児童の「発達の段階」

が大きく関係している。

まず、その行為が自己の中から発生する「内発

的動機」であるかどうかが重要である。しかし、

児童の日常生活では、外側から引き起こされる「外

発的動機」による行為の場面が多い。主体的に実

践していくためには、道徳的価値を行為に表すた

めの「内発的動機」に目を向けて指導をしていく

ことが望まれる。

道徳的実践は、児童の発達の段階とも関係があ

る。（資料１）他律的行為は、指示や命令による 【資料１ 発達の段階と道徳的行為】

もので、その行為の意味や効果を十分理解しないまま行っている場合が多い。一方、自律的

行為は、自発性・主体性によるもので、その行為は自分の責任において行っているものであ

る。また、中間的な行為としての模倣もある。

小学校低学年の時期までは、指導・教え込み・習慣づけのように他律的に教え込むことを

必要とする段階と考える。児童が行為を模倣することにより、児童自身が望ましい行為を体

験的に知り、行為の型を身に付けていくと考えられる。

小学校中学年頃からは、自我が芽生え、自分で判断をすることを望むようになる。児童が

内発的動機により、自分の行為を自己責任の下に判断する自律的行為をとるような指導が効

果的となる。

イ 道徳的価値を内面化し道徳的実践に移す過程

人が道徳的価値を内面化し、道徳的実践として表れるまでには、資料２のような過程が考

えられる。まず、慣れ親しんでいる親や他者への愛着からその行為を模倣し道徳的価値を内

面化し、実践に移す。次に、親や教師等の児童にとって権威となる者に自己を同一化する。

これは、自分の欲求を抑え、自己を防衛することになる。さらに、友だちや仲間という集団

の中での関係が強くなると、目的を達成するために、相互に協力する仲間との規範を遵守す

るようになり、道徳的価値を内面化し、自律的行為に移す。このような流れで、自律的行為

が反復、習慣化、日常化を経ることによって、無意識のうちに実践に移すようになる。この

発達の段階 道徳的実践

小学校低学年 他律的行為
（指示・命令）

（模倣）

小学校中学年 自律的行為
（自発性・主体性）
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ことが、さらに習慣化、日常化されると、自

然に「内発的動機による自律的行為」が行わ

れるようになる。このことが、道徳的実践に

移す過程であると考える。

小学校高学年からは、仲間との規範の遵守

による実践も多くなる。そのため、児童の実

態を的確に把握し、学級を中心とした集団の

中で、お互いにじっくりと考えを深めさせて

いく話合いの場面を意図的に設定することが

必要になってくる。話合いを通して、児童が

道徳的実践のよさを実感できるようにしてい

くことが大切である。 【資料２ 道徳的実践に移す過程】

（２） 体験や体験活動を生かした、児童の心に響く道徳の時間の指導や評価の工夫

児童が道徳的実践に移そうとするためには、道徳の時間の指導を充実させ、道徳的実践意欲

や態度を育てることを意識して指導することが必要となる。そのために、道徳の時間は、児童

の体験の中の行為に目を向けさせて考えさせることが効果的だと考える。その行為が自分の意

志や判断で行おうとする内発的動機による自律的行為かどうかをじっくり考えさせることが、

道徳的実践力を高めることにつながっていく。その際、授業で扱う道徳的価値について、自分

自身で納得して価値把握をしているかが重要になる。

そこで、体験や体験活動を取り入れた、児童の心に響く道徳の時間の指導を工夫していく。

児童の日常における体験や学校における体験活動を道徳の時間に生かし、児童が道徳的価値を

心から納得する授業を行えば、自分の意志や判断で道徳的実践に移そうとする意識が育ってい

くと考える。

ア 体験や体験活動を生かす工夫

人は、自然や社会、人々との関わり

の中で、様々な体験を通して道徳的価

値について考えたり感じたりしている。

この体験を道徳の時間に意識させ、自

分の心と向き合わせることにより、そ

こにある道徳的価値についてじっくり

考えさせることができる。体験を基に

考えさせたり、体験と重ね合わせて考

えさせたりすることは、そのときの心

情や判断基準を明らかにすることへと

つながる。児童の道徳的価値に対する

実態に応じて、資料３に示すように、 【資料３ 体験や体験活動を生かす工夫】

各段階において体験や体験活動を生かす工夫をしていくことにした。体験の振り返りを繰り

返すことにより、道徳的価値が高まっていき、道徳的行為につながっていくと考える。

反 復 ① 愛着からその行為を
模倣する。

習慣化 ② 権威者（親や教師等)
に自己を同一化する。

日常化 ③ 自分の欲求をおさえ
自己を防衛する。

④ 相互に協力する仲間
との規範を遵守する。

内発的動機による自律的行為
（道徳的実践）

体験や体験活動を生かす工夫

導 価値への 各教科等の学習活動や生
入 方向付け 活場面等の振り返り（体験）

展 価値追求 体験が意識できる発問
開 価値把握 （体験）
前 役割演技、模擬体験等
段 （体験活動）

展 価値の自 自分の日常生活における
開 覚 行為や心情等の振り返り
後 （体験）
段

終 実践意欲 実践意欲を高める説話等
末 （体験）
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イ 児童の心に響く道徳の時間の指導の工夫

道徳の時間が、児童の心に響くもので

あれば、児童が主体的に実践していこう

とすると考える。心に響く道徳の時間と

は、児童の感性が揺り動かされたり児童

の心に訴えるものがあったりする授業と

とらえる。心から納得できると、 自分の

意志や判断で行為に移そうとする意識へ

とつながる。心に響く道徳の時間の指導

の工夫について資料４に示す。

また、実践につながるための道徳の時

間は、児童自らが求め、主体的に学習し

ていくことが望まれる。児童の意識の広 【資料４ 心に響く道徳の時間の指導の工夫】

がりについて、資料５に示す。導入で問

題意識をしっかりもたせ、展開前段で価

値について児童が納得するような授業を

行えば、実践につながる展開後段が活き

てくる。展開後段を重点的に扱うことに

より、実践に移そうという意識が徐々に

高まっていくと考える。そこで、展開後

段に話合いを位置付ける。まずは高めら

れた価値を「自己を見つめる視点」とし、

その行為やその時の気持ち及びそれに至

った理由について考えさせ、小グループ

での話合いを通して、自己の生き方を見

つめさせていく。

以上のことから、心に響く道徳の時間 【資料５ 道徳の時間の児童の意識の広がり】

の指導の工夫について、具体的な手立てを述べていく。

（ア） 問題意識をもたせる導入や資料提示の工夫

実践につながる道徳の時間は、内発的な動機を促すものでなければならない。児童自ら考

えたいと思うような導入や資料提示をすることにより、児童の気持ちを高めたりねらいとす

る価値への方向付けをしたりすることができると考える。導入の工夫については、各教科等

との関連を図ったり、日常の生活場面の体験を生かしたりしていく。資料提示の工夫につい

ては、児童が資料の内容に浸れるように、臨場感のある読み方や効果音、写真や映像、資料

に関わる道具類を準備していく。このような提示の工夫を児童の実態も考慮して行っていく

ことにした。

（イ） 心を揺さぶる発問構成の工夫

児童が今までもってきた価値観を、児童の心を揺さぶる発問によって、多様な感じ方や考

え方を引き出すことが、価値の把握につながる。心を揺さぶるとは、感動する話の展開や登

導入 自分もこんなこと 問題意識を
があったな。 もたせる。

展開 自分はこう考える。 自我関与
前段 友だちはそうなんだ。

心の底から
こういうことだったんだ。 理解、実感、

納得

展開 自分はどうだったかな。 話合いを通
後段 まだまだできていないな。 して自己の生

き方を再度見
つめさせる。

終末 これからこんな自分でいたいな。

心に響く道徳の時間の指導の工夫

問題意識をもたせる導 導入 価値への
入や資料提示 方向付け

心を揺さぶる発問構成 展開 価値追求
前段 価値把握

思いを伝え合う話合い

自己の生き方を見つめ 展開 価値の自
させる展開後段 後段 覚

（実践へのつなぎ)

実践意欲を高める説話 終末 実践意欲
等
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場人物の心の葛藤により、その価値の深さについて考えさせていくことととらえる。これは、

中心発問だけで成り立つとは限らないので、その布石となる基本発問や掘り下げる補助発問

との構成によって、心を揺さぶり、児童の判断の基になっている経験や価値観を引き出すこ

とにした。発問構成の手順について、資料６に示す。

① 授業のねらいに基づき、最も考えさせたい場面に中心発問を設定する。

② 中心発問の前に、その布石となる基本発問を設定する。

③ 児童の思考の流れを想定し、さらに考えを深めさせるために、補助発問を設定する。

「揺さぶり」の補助発問á児童の考えに対してちがう考えを出す。

「切りかえし」の補助発問á児童の考えに対して深く理由や根拠を問う。

【資料６ 発問構成の手順】

（ウ） 思いを伝え合う話合いの工夫

話合いを取り入れることは、自分の思いや考えを他者と比較することにより、自分の考え

との類似点や相違点を明らかにし、共に学び合う中で、登場人物に自我関与することにつな

がる。そのことは、自分の経験を振り返らせ、相互に考えを深め合い、自己の生き方を見つ

めさせることにもつながっていく。話合いの中で自分の思いを伝えるためには、話す内容を

整理しまとめる力が必要となる。しかし、授業の話合いでは自分の考えたことをじっくりま

とめる時間をとるのは難しい。そこで、中心発問についての話合いでは、書く活動を取り入

れ、自分の心の中をありのままに書き出させてから考えを整理させた。その上で、相互指名

による児童どうしの主体的な話合いの場を設けることで、共に学び合いながら価値について

の把握ができるようにした。

（エ） 自己の生き方を見つめさせるための展開後段の工夫

展開後段は、展開前段に資料を通して追及・把握した道徳的価値に照らして、今までの自

分を見つめ、よりよい生き方を内面から自覚する段階である。しかし、実践につなげるため

に重要な展開後段に入ると、児童の集中力が切れてしまったり自分の経験について考えるこ

とが進まなかったりすることが多い。

そこで、展開後段では、「自己を見つめる」á「小グループでの話合い」á「自己の生き

方を見つめる」という流れを位置付ける。具体的には資料７に示す流れで学習を進めていく。

① 資料からはなれて自己を見つめる。 自分の経験について書いて整理する。
（行為・心情・判断について）

② 小グループでの話合いを通して、感想 自分の経験について意見交換し、自分とはち
や質問、意見を交流する。 がう考えにふれる。

道徳的価値について感じたことや考えたことを
③ 自己の生き方を見つめる。 自分なりの言葉で表し、価値の主体的自覚を図る。

また、これまでの自分について再度振り返り、
これからの自己の生き方を考える。

【資料７ 自己の生き方を見つめさせるための展開後段の流れ】

まず、自分の経験について、その行為とその時の心情や判断の基準になった考え方につい

て書きながら整理させる。次に、書いたものを意見交換し、それぞれについて感想や意見、

質問の交流をすることにより、自分とはちがう考えにもふれさせる。最後に、話合いを通し

て、感じたことや考えたことを書かせることにより、道徳的価値の主体的自覚を図り、自己

の生き方をじっくり見つめ、より道徳的実践へとつながるような学習の流れにした。
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（オ） 評価の工夫

a 評価の考え方

道徳教育における評価は、児童とのふれあいを通して共感的に理解し、多面的・総合

的にとらえていくことが基本である。そこで、道徳の時間に、道徳的価値の主体的自覚

を深め、自己の生き方をより深く見つめさせて、児童の意識の変容を把握しなければな

らない。これまで道徳の時間は、「道徳的心情」と「道徳的判断力」をねらう授業が多

かったが、本研究では「実践につながるための道徳の時間」を目指しているので、「道

徳的実践意欲と態度」についても、一層意識して授業をしていくことが必要である。

評価については、２つの側面から考えていく。

① 道徳の時間において、どの程度道徳的実践力が高まっているか。

② 道徳の時間において、どの程度自己評価を深めているか。

①については、どの程度、道徳的価値に対して道徳的実践力が培われているかを、心

情、判断力、実践意欲や態度の３つの様相からみていく。

②については、児童が自分自身をどのように見つめ評価しているかによって分析して

いく。自分をどれだけ肯定的に前向きにとらえているか、自分自身をどれだけ客観的に

見ることができたかをみていく。自己評価が深められれば、自己の生き方を見つめさせ

ることができ、より行為につながっていくと考える。

また、評価に客観性をもたせるために、心理尺度を用いた統計学的な分析もしていく。

b 評価の方法

（a） 観察による方法

授業のねらいに即して、観察の視点を定めたチェックリストと自由記述欄を合わせ

た記録用紙を使って、児童のありのままを観察し、記録していく。

（b） 質問紙による方法

道徳に関する実態・意識調査や授業前後の変容をみる調査により把握する。また、

心理学的に尺度を用いて統計学的に分析する。

（c） ワークシートや日記等の記述による方法

児童に感じたことや考えたことを記述させ、共感的に把握する。自分を肯定的に、

客観的にみる自己評価能力についても把握する。

３ 授業実践による検証の分析と考察

（１） 本研究で取り扱う内容項目

ア 保護者が育ってほしいと願う内容項目の調査

昨年度、保護者を対象に、育ってほしい内容項目を選択する形で調査を行い、結果を以下

の資料８にまとめた。（アンケートの方法…育ってほしいと願う内容項目を３つ選択）

保護者が育ってほしいと願うのは、「思いやり・親切」「誠実・明朗」「生命尊重」が特に

多く、次いで、「希望・勇気、不撓不屈」「公正・公平、正義」が多かった。保護者の願い

は、内容項目の４つの視点すべてに関わっていることが分かる。特に多かった３つの内容項

目については、志和池小学校において、本年度の重点指導事項として取り上げている。



5-9

【資料８ 保護者が育ってほしいと願う内容項目】

イ 児童への内容項目ごとの道徳的実践に関する意識調査

児童の道徳的実践について、道徳の内容項目

ごとに４段階で自己評価させた。（資料９）

児童の自己評価は、「生命尊重」「家族愛」「敬

虔」「役割の責任と自覚」について高い結果が

出た。逆に、低かったのは、「思慮・反省、節

度・節制」「希望、勇気、不撓不屈」「自由、自

律、責任」である。「友情・信頼、助け合い」

が最も低かったが、これは質問内容に「男女仲

良く」という記述があり、これに児童が敏感に

反応したためである。

結果から考察すると、自分自身に関すること

や他の人とのかかわりに関することについて低

いことから、児童は自分自身の基本的生活習慣

や人間関係を調整することに自信がないと感じ

ていることが推察される。自然や崇高なもの、 【資料９ 道徳的実践の自己評価】

集団や社会とのかかわりに関することについては、自己評価は高い結果が出ているが、現実

感を感じていないのではないかと推察される。

ウ 本研究で取り扱う内容項目

保護者が最も育ってほしいと願う内容項目は、「思いやり・親切」であり、学校でも重点

として取り上げている。児童の道徳的実践の意識の低い内容項目はいくつかあるが、児童の

実態から考えると、本研究では、保護者の願いが最も高い「思いやり・親切」に焦点を当て

て研究を進めていくこととする。
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（２） 第１回検証授業 （志和池小学校第６学年 平成22年7月9日実施）

ア 授業の実際

先に述べた手立ての「体験や体験活動を生かす工夫」「問題意識をもたせる導入や資料提示

の工夫」「児童の心を揺さぶる発問構成の工夫」「自己の生き方を見つめさせる展開後段の工

夫」が、道徳的価値を自覚させ、実践意欲を高めていくことに有効かどうかを検証するための

授業を実施した。

１ 主題名 相手のことを考えて

２ ねらいと資料
○ だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にしようとする態度を育てる。

（資料名「タクシー乗り場で」 旧文溪堂）
３ 学習指導過程

段階 学習内容及び活動 主な発問・指示 具体的な手立てと主な児童の反応

１ マザーテレサの ○ この本には、みなさんが国 ・死を待つ人の家や孤児の家を作った。
気 本を見る。 語で学習した『マザー・テレ ・困っている人を助けた。

サ』のことが書かれています。
付 マザー・テレサはどんなこと 国語で学習したマザー・テレサの

をしましたか。 言葉や行動から、「親切」について想
く ２ めあてを立てる。 ○ マザー・テレサの言葉にこ 起させ、意識を高めた。

親切について考え んな言葉があります。 体験を生かす工夫
４ よう。 ○ 今日は、「親切」について考 問題意識をもたせる導入の工夫
分 えていきましょう。

３ 資料を読み、新 ○ 今日の話は、雨の日にタク 場面絵や荷物の袋を示しながら、
吉さんの気持ちを シー乗り場でタクシーを待っ あらすじや状況を説明し、短時間で
中心に話し合う。 ているときの話です。この話 把握させてから読み聞かせをした。

(１) 資料「タクシー には、７０歳になる新吉さん 問題意識をもたせる資料提示の工夫
乗り場で」を読み と両手に大きな買い物袋を持
心に残ったことを った女の人が出てきます。
発表する。 ○ どの場面が心に残りました ・後ろの人に訳を説明している場面

か。
高 (２) タクシーに乗る ○ タクシーに乗ることを決め ・２０分も歩いて帰るのいやだな。

ことにした新吉さ た新吉さんはどんな気持ちだ ・早く帰りたい。
んの気持ちを考え ったでしょう。 ・タクシーの方が楽だな。

め る。 ・荷物が重くないかな。
・何とかしてあげよう。

る (３) 雨の中、女の人 ○ 雨の中、パン屋の軒下から 歩いて帰るのが面倒で、誰も乗り
が出てきたときの 女の人が出てきたとき、新吉 場に並んでいなかったのでタクシー
新吉さんの気持ち さんはどんなことを考えたで に乗ろうと思ったことをしっかり押
を考える。 しょう。 さえて、決意に至った新吉さんの気

持ちの揺れを深く考えさせる発問構
２２ 成にした。
分 (４) 雨の中、タクシ ◎ このままだと女の人は雨に 心を揺さぶる発問構成の工夫

ー乗り場で待とう ぬれたままタクシー乗り場で
としている女の人 待つことになります。それを 役割演技をさせ、新吉さんの心の
を見てどうしよう 見て新吉さんはどんなことを 揺れを体験したり、演技を見て感じ
か迷う新吉さんの 考えたでしょう。ワークシー たことを発表したりして、新吉さん
気持ちを考える。 トに書いてください。 の気持ちを考えさせた。

書いたことをもとに、先生 体験活動を生かす工夫
と劇をして考えてみましょう。

（役割演技）
・大丈夫ですか。私が代わりに待ってい
ますから。
（発表）
・雨の中、大丈夫かな。
・先に行かせよう。
・パン屋のところで待っていてください。

(５) タクシーを待つ ○ タクシーを待つ列が、５、
列が５、６人と増 ６人と増えていったとき、新 ・他の人たちも待ってるのにどうしよう。
えてきたときの新 吉さんはどんなことを考えて ・この人たちを説得しよう。
吉さんの気持ちを いたでしょう。
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考える。

４ これまでの生活 ○ これまでの生活を振り返っ ・お店のレジで、後ろの方に赤ちゃんを
を振り返り、親切 て、今までに親切にしたこと 抱っこして重たそうに買い物かごを持
にした経験を話し や親切にされたことを書きま った人がいたので、大丈夫かなと思っ
合う。 しょう。そのときの理由や気 て、レジの順番をゆずった。そうした

見 (１) これまでの生活 持ちも書きましょう。 ら、ありがとうと言ってくれたのでう
つ を振り返り、親切 れしかった。

め にした経験や親切 自分の生活経験を振り返らせなが
る にされた経験を書 ら書かせ、それを基に小グループで

く。 話合いをさせた。感想や質問、意見
１６ (２) 小グループで話 ○ 書いたことを発表しましょ を交流することにより、親切につい
分 し合う。 う。発表を聞いて質問や意見 ての考えや実践意欲につながる記述

感想を出し合いましょう。 が見られることをねらった。
(３) 話合いを通して ○ グループの話合いで出され 体験を生かす工夫
考えたことを書く。 た感想や意見を聞いて、もう 自己の生き方を見つめさせるための

一度自分を振り返って、感じ 展開後段の工夫

(４) 全体で話し合う。 たことを書きましょう。 ・みんな知らない人にも親切にしていた。

あ ５ 教師の説話を聞 《教師の説話の内容》
た く。 朝の公民館の掃除で、近くに住むおばあさんが「いつもありがとう
た ございます。おかげさまでいつもきれいです。」と言いました。そう言
め われて、心があたたかくなった気がしました。
る 母は、「おかげさま」は「親切にしてくれてありがとう」ということ、
３ もう一つ似ている言葉で「おたがいさま」があって、「みんなで助け合
分 いましょう」ということなんだよと話してくれました。

イ 授業の分析と考察

（ア） 体験や体験活動を生かす工夫

導入では、５年生の国語科で学習したマ

ザー・テレサの伝記を提示して、「どんな

ことをした人か」という発問をした。「孤

児の家を作った」「貧しい人は神様」など 【資料１０ マザー・テレサの言葉の一部】

の児童の発言が次々にあったことから、マザー・テレサの学習を想起させることができた。

その後、資料１０のようなマザー・テレサの親切に関する言葉を紹介したところ、教師の話す

言葉にじっと耳を傾けている姿が見られた。このことから、伝記に加え、マザー・テレサの

言葉を紹介したことは、本時でねらう「思いやり・親切」についての意識を高めることがで

きたと考える。さらに、親切についての体験を想起させることにつながるだけでなく、国語

科との関連も図ることができた。

展開前段の役割演技は、主人公の新吉さんの心の揺れを考えさせ共感させることともに、

行為につながることをねらったが、日常生活での体験と照らし合わせることが難しかったの

か児童の発言が広がらず、十分に効果を上げることができなかった。役割演技も含め、各段

階における体験や体験活動を生かす工夫について検討する必要があると考えた。

（イ） 問題意識をもたせる導入や資料提示の工夫

資料提示のときの折りたたみ傘や大きな荷物などの実物提示、「大粒の雨」の効果音は、

場面の状況やその行為の困難性を実感させるために設定した。場面絵を黒板に掲示し、実物

や効果音の提示後、読み物資料を範読したところ、児童は場面絵や大きな荷物を見ながら、

じっと聞き入っていた。提示したものをもとに、資料の場面を想像していたと思われる。こ

のように視覚的・聴覚的に提示することは、資料の場面の臨場感を高め、資料の内容に浸ら

親切で慈しみ深くありなさい。あなたに出会っ
た人が誰でも前よりもっと気持ちよく、明るく
なって帰るようになさい。

親切があなたの表情に、まなざしに、ほほえみ
に温かくかける言葉にあらわれるように。
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せるのに効果的だったと考える。

（ウ） 心を揺さぶる発問構成の工夫

主人公の心の揺れを実感させるために、「タクシーに乗ることを決めた新吉さんは、どん

な気持ちだったか」と発問した。「２０分も歩いて帰るのは嫌だな。」「早く帰りたい。」と

いう児童の反応があり、タクシーに並んだときの新吉さんの気持ちをおさえることができた。

これにより中心発問の「女の人の分までタクシーを待とう」という、決意するまでの主人公

の心の揺れを考えさせることができたと考える。しかし、中心発問について、書く活動と役

割演技を盛り込んだことは、児童の思考の流れと少しずれがあり、考えをうまく出せない児

童もいた。児童の思考の流れをさらに分析した発問構成を練り上げていく必要があった。

（エ） 自己の生き方を見つめさせるための展開後段の工夫

自己を見つめ、さらに、自己の生き方が見つめられたかどうかをみるために、授業前の自

己の振り返りも含め、展開後段の児童の記述の変容を見た。

展開前段で資料の 小グループでの話

登場人物に共感させ、 合いによる感想や、

価値を把握させる。 質問、意見の交流

授業前の 資料からはなれて 話合いを通して

自己の振り返り 自己を見つめる 自己の生き方を見つめる

おばあちゃんのかた エレベーターで荷 自分はいいことを
をたたいてあげました。 物をたくさん持って したなと思いました。
ありがとうと言ってく いた人に、大変そう いろいろな人に親切
れたので、よかったと だなあと思ってゆず になれるようにした
思いました。 ってあげました。 いです。

【資料１１ 授業前の自己の振り返りを含めた展開後段の児童の記述の変容の一部】

資料１１を見ると、児童Ａの記述は、授業前は友だちや家族など身近な人に対して親切にさ

れたことや親切にしたことを書いているが、展開後段の自己を見つめる活動では、知らない

人への親切に児童の視点が移っている。さらに、小グループでの話合いの後には、親切とい

う価値についての自分なりの考えや実践意欲と思われる記述が見られる。展開前段での資料

を通して把握した道徳的価値が自己を見つめる視点となり、自己を見つめることにより考え

が広がり、さらに、話合いを通して、道徳的価値を深く自覚したものと考える。

しかし、グループによっては、話合いがスムーズに進まないグループもあった。話合いの

ルールについてマニュアル化したものを提示したり、展開後段で話合いをすることを児童に

意識付けて習慣化させたりするなどの工夫が必要である。話合いの後、自己の生き方を見つ

めさせる際には、自分なりの言葉でこれからの自己の在り方や目標を意識している姿が表れ

るように展開後段の流れを児童に意識させる必要がある。

ウ 第２回検証授業で改善すべき点

第１回検証授業の分析と考察を受け、第２回検証授業への改善点をまとめた。

○ 各段階における体験や体験活動を生かす工夫

○ 児童の思考の流れに沿った、より効果的な書く活動や発問構成の工夫

○ 展開後段の基本的な流れの定着と小グループでの話合いの工夫

児
童
Ａ
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（３） 第２回検証授業 （志和池小学校第６学年 平成22年10月20日実施）

ア 授業の実際

第１回検証授業で明らかになった改善点を受け、「体験や体験活動を各段階に取り入れてい

くこと」「児童の思考の流れを分析した発問構成に練り上げること」「展開後段の流れを定着

を図ること」の工夫が、道徳的価値を自覚させ、実践意欲を高めていくことに有効かどうかを

検証するための第２回検証授業を実施した。

１ 主題名 人の真心

２ ねらいと資料
○ 相手のことを考えて思いやりの心をもち、相手の立場に立って接しようとする心情を育てる。

（資料名「雪のぼうし」 学研）

３ 学習指導過程

段階 学習内容及び活動 主な発問 具体的な手立て

気 １ 学級活動の授 ○ 学級活動の授業で 自分たちで作った「実践のめあて」を想起
業で作った実践 実践のめあてを決め させ、既習の学級活動の題材「相手の立場」

付 のめあてを出し ました。どんな実践 の学習をふり返らせ、ねらいとする価値への
合う。 のめあてを決めまし 方向付けをする。

く ２ めあてを立て たか。 体験を生かす工夫
る。 ○ 今日は、「思いやり」 問題意識をもたせる導入の工夫

４ 思いやりにつ について考えていき
分 いて考えよう。 ましょう。

３ 資料を読み、 資料を読む前に、資料のあらすじや雪国の様
淳子の気持ちを 子、場面絵を、実物投影機を使って提示する。
中心に話し合 問題意識をもたせる資料提示の工夫

う。 ○ どの場面が心に残
(１) 資料「雪のぼ りましたか。
うし」を読み、 俊のためにと心をこめて作った淳子の気

高 心に残ったこと 持ちに共感できるように、小さな折り紙で
を発表する。 作った鶴を準備し、作るのが大変なことに

(２) 俊にプレゼン ○ 「プレゼントはお 気付かせる。
め トが一番小さか 前のが一番小さい。」 体験を生かす工夫

ったと言われた と言われたとき、淳
淳子の気持ちを 子はどんな気持ちだ

る 考える。 ったでしょう。
雪かきが大変な仕事であることを、写真を

(３) 雪色のぼうし ○ 雪色のぼうしが送 提示してイメージさせ、淳子と俊のそれぞれ
が送られてきた られてきたとき、淳 の思いを考えさせる発問構成にする。

２０ ときの淳子の気 子はどんな気持ちに 心を揺さぶる発問構成の工夫
分 持ちを考える。 なったでしょう。

(４) 雪色のぼうし ◎ 雪色のぼうしには、 中心発問は、書く活動を取り入れて、書き
にこめられた、 俊のどんな思いが ながら自分の考えを整理させるていく。それ
俊の思いを考え こめられているでし により、自信をもって発表できるようにする。
る。 ょう。 思いを伝え合う話合いの工夫

４ これまでの生 ○ これまでの生活を
活を振り返り、 振り返って、思いや 自分を見つめた経験を書いて整理させる。
思いやりを受け りのある行いをした 書けない児童には、事前のアンケートを想起

見 た経験を話し合 りされたりしたこと させる。
う。 を書きましょう。そ 体験を生かす工夫

つ (１) これまでの生 のときの気持ちも書
活を振り返り、 きましょう。

め 思いやりのある
行為をしたりさ 小グループで感想や意見、質問の交流を

る れたりした経験 ○ 書いたことを発表 行わせ、自分とはちがう考えにもふれさせ
を書く。 しましょう。発表を る。

１８ 聞いて質問や感想意 自己の生き方を見つめさせるための展開後段
分 (２) 小グループで 見を出し合いましょ の工夫

話し合う。 う。

(３) 話合いを通し ○ 自分を見つめる話 話合いの後、自己を再度見つめさせ、「思
て考えたことを 合いを通して、感じ いやり」についての考えをまとめ、価値の
書く。 たことを書きましょ 主体的自覚を図る。

う。 自己の生き方を見つめさせるための展開後段
(４) 全体で発表し ○ 書いたことを発表 の工夫
合う。 してください。
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あ ５ 校長先生の話 ○ 校長先生の話を聞 校長に、学校生活の中で感じられた児童の思
た を聞く。 いて下さい。 いやりのある行為を話してもらい、児童一人一
た 人の実践意欲を高めていく。
め 実践意欲を高める説話等の工夫
る

３
分

イ 授業の分析と考察

（ア） 体験や体験活動を生かす工夫

展開前段では、以前作った体験を想起させるために、プレゼントの箱を準備し、それを開

けて、実際に作った折り鶴を見せた。児童は驚きの声を上げ、じっと見入っていた。プレゼ

ントの包装を解いて、箱に詰まった折り鶴を見せたことは、主人公の「時間をかけていっし

ょうけんめい作ったのに」という気持ちに共感させるのに効果的だったと考える。

展開後段の自己を見つめるときに、経験をなかなか思い出せない児童には事前のアンケー

トで書いたことや教師が知る児童の様子について知らせた。その後、児童はワークシートに

自分の考えを記述していた。児童の実態に応じて、自分の生き方を見つめることの支援をす

ることができた。

（イ） 問題意識をもたせる導入や資料提示の工夫

導入では、学級活動の時に児童全員で考えた「実践のめあて」を

提示した。このめあては、学級活動で「相手の立場」を題材に授業

を行ったときに、相手の立場を考えて話すための方法として、グル

ープごとに児童が話し合って決めたものである。相手の立場を考え

ることは、「思いやり」に通じるものがあり、本時で考える「思い

やり」への意識付けを図ることをねらったものである。児童は、実 【資料１２ 実践のめあて】

践のめあてをすぐに思い出し、うなずいている姿が見られた。「相手の立場」という題材は、

本時の道徳の時間の内容との関連が深く、児童の思考も自然に流れたと思われる。

資料提示の際は、資料を読む前にあらすじを紹介したり、実物投影機を使って大画面のテ

レビに場面絵や雪国の様子を映したりして提示した。児童は大画面を見慣れており、画面を

見ながら教師の範読を聞いていた。資料の内容も大きく映し出せることや提示したままにで

きるという良さがあり、資料の内容をイメージさせるのに効果的だった。

（ウ） 心を揺さぶる発問構成の工夫

登場人物である淳子と俊のそれぞれの思いを考えさせることで、相手を思いやるとはどう

いうことかを考えさせたいと思い、資料１３のような発問構成とした。児童が自我関与してい

く人物が変わると、道徳的価値の把握が難しいので、まずは淳子の気持ちを考えさせた。

基本発問①では、「お前のが一番小さいと言われたときの気持ち」を考えさせた。「心を

こめて作ったのに」「プレゼントは大きさじゃない」という淳子の気持ちをおさえることが

できた。基本発問②では、雪色のぼうしをもらったときの気持ちを考えさせると、児童は俊

に対するうれしさや感謝の気持ちを発言していた。しかし、これでは「思いやり」という道

徳的価値の把握には至っていない。そこで、中心発問で、プレゼントを贈った俊のプレゼン

トにこめられた思いまで考えさせることをねらった。淳子と俊のそれぞれの思いを考えさせ

る発問構成は有効だった。
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【資料１３ 発問構成と児童の反応】

（エ） 思いを伝え合う話合いの工夫

登場人物の気持ちや思いを考えさせるため

に、ワークシートに自分の考えを書きながら整

理させた。はじめから文章にするのではなく、

考えたことをありのままに書き出させること

は、自分の考えを整理するのに有効だった。全

体の話合いでは、ワークシートに自分で整理し

た考えを基に、自分の言葉で発表する姿が見ら

れた。このことは、自分の思いを伝えようとす 【資料１４ 児童の話合いの様子】

る話合いにつながったと考える。また、児童どうしで指名していく相互指名を取り入れた

ことにより、友だちの考えと比較して自分の考えを言う児童も増えてきた。書く活動と相互

指名により、児童はお互いに思いを伝え合い、考えを深め合うことができた。

（オ） 自己の生き方を見つめさせるための展開後段の工夫

展開後段で、自分の経験について、行為

と心情、判断理由を書かせて振り返らせた。

資料１５の児童のワークシートでは、友だち

とのことを記述し、そのときの気持ちにつ

いて書いていた。小グループでの話合いの

後の記述には、友だちの意見をしっかり聞

いて納得したことや、話合いを基にしたこ

れからの実践意欲も記述していた。このこ

とから、グループでの話合いが有効に働い

ていることが分かった。今後も、展開後段

に時間をかけ、自己の生き方にを見つめさ

せることを継続的に行っていくことにより、

自分なりの言葉で道徳的価値の自覚を深め

たり、実践意欲を高めたりすることができ 【資料１５ 展開後段の児童の記述例】

るのではないかと考える。

発 問 構 成 児 童 の 反 応

基本① 「プレゼントはお前のが一番小さい。」と言 せっかくがんばって作ったのに。
われたとき、淳子はどんな気持ちだったでし 何でそんなこと言うんだろう。
ょう。

基本② 雪色のぼうしが送られてきたとき、淳子は うれしい。
どんな気持ちになったでしょう。 すてきなぼうしをありがとう。

中心 雪色のぼうしには、俊のどんな思いがこめ あのときはひどいことを言ってご
られているでしょう。 めん。おわびがしたい。
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（４） 第１回検証授業と第２回検証授業を比較した児童の変容の分析と考察

ア 観察による評価

授業のねらいに即して「思

いやり・親切」についての観

察の視点を資料１６のように決

め、記述欄と併用して観察に

よる評価を行った。第１回検

証授業の観察の記録では、授

業への取組や実践意欲がもう

少しだったことを受け、授業

前に、ボランティア等をがん

ばっている様子について賞賛 【資料１６ 観察による評価一覧表の一部】

した。その後の第２回検証授業後の児童のワークシートの記述や発表等、授業の様子には、実

践意欲につながる記述や発表もあった。教師の観察による記録を次の授業に生かすことができ

たと考える。

イ 記述による評価

どちらの検証授業も、展開後段において小グループでの話合いにより、友だちの感想や質問、

意見にふれ、自己の生き方を見つめさせるようにした。話合いの後、再度自分を振り返る際に、

「思いやり・親切」についての児童の記述がどのように変容したかを見た。

第２回検証授業 第１回検証授業 第２回検証授業 第１回検証授業

（思いやり） （親切） （思いやり） （親切）

【資料１７ 記述の変容（児童Ｂ）】 【資料１８ 記述の変容（児童Ｃ）】

資料１７を見ると、児童Ｂの記述は、第１回検証授業では、「すごい」という漠然としたも

のであったが、第２回検証授業では、「思いやりというのは人を喜ばせたり励ましたり人を

幸せにしたりするもの」のような自分なりの考えを書いていた。また、資料１８では、児童Ｃ

７ 月

１０月
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の記述は、自分の経験についての気持ちに、グループの友だちが共感的な意見を出してくれ

たことが書いてあり、第２回検証授業で

は、「思いやり」や「親切」についての

自分なりの考えや実践意欲と思われる記

述も見られた。

また、道徳的価値についての自分なり

の考えや実践意欲につながる記述の本学

級の傾向について資料１９に示す。７月の

検証授業では約６割の児童が、自分の言

葉で書いていたが、１０月の検証授業で 【資料１９ 学級の自己の生き方を見つめる記述】

は約８割に増えていたことから、全体的な傾向として、道徳的価値や実践意欲を自分の言葉

でまとめる、記述の変容が見られたといえる。

展開後段での小グループでの話合いは、自分の経験を振り返るだけでなく、価値を実感で

きたり実践意欲が高まったりすることにつながることが分かった。話合いを通して再度自己

の生き方を見つめさせることは有効であったことが検証できた。このような学習を繰り返し

行うことにより、これからの自分の生き方について深く見つめるための、自己を客観的に見

る目も育てていくことが大切だと考える。

ウ 質問紙による評価

（ア） 授業後の自己評価

授業後に、授業への取組について３段階で自己評価をさせたところ、資料２０のような結果

になった。（調査対象 ６年１組 ４０名）（◎とてもできた ○できた △できなかった）

【資料２０ 授業後の自己評価（７月と１０月の比較）】

結果を分析すると、全体的に、「とてもできた」「できた」と答えた児童が増えてきた。

65 32 3

68 32 0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

１０月

友だちの考えをしっかりと聞くことができたか。 ◎ ○ △

35 60 5

33 55 12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

１０月

登場人物になりきって気持ちや思いを考えることができたか。 ◎ ○ △

22 46 32

23 5 72

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

１０月

思ったことや考えたこと、感じたことを発表することができまし
たか。

◎ ○ △

43 49 8

48 45 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

１０月

今までの自分を振り返ることができたか。 ◎ ○ △

41 49 10

48 40 12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

１０月

「これから自分はこうしたい」と思うことがあったか。 ◎ ○ △

32 54 14

33 45 22

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

１０月

友だちの考えを聞いて、自分の考えを確かめたり修正したり
できたか。

◎ ○ △

82 18 0

5８ 3４ 8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

１０月

自己の生き方を見つめる記述 ◎ ○ △



5-18

特に、前回低かった「発表」については、大きく伸びており、全体またはグループでの話

合いに積極的に参加できる雰囲気ができつつあると推察できる。また、「話合いによる考

えの確認や修正」「自己の振り返り」「実践意欲」は、８０％を超える結果が出ており、

アンケートの結果が自己の生き方を見つめることにも表れていると考える。

（イ） 心理尺度による評価

道徳的実践力が高まったかどうかを、授業後に、心理尺度を用いた質問紙を用い、４段

階で自己評価をさせた。様々な場面において、「思いやり・親切」がどう表れてくるかを

みるために行った。（質問項目については、京都大学 内田由紀子・北山忍氏の『思いや

り尺度の作成と妥当性の検討』を参考にした。）

資料２１の結果を分析すると、全体的に、７月に比べ１１月の平均値が伸びていることか

ら、「思いやり・親切」という道徳的価値の内面的自覚が少しずつ深まってきていると考

える。平均値が下がっているものもあるが、これは友だち関係における心の葛藤によるも

のだと考えられる。発達の段階において、児童一人一人の考え方や行為も様々である。道

徳の時間の指導と各教科等や日常生活とを関連させた指導の継続により、望ましい行為（道

徳的行為）に移そうとすることを体験的に身に付けさせていくことが必要だと考える。

【資料２１ 心理尺度による評価（７月と１１月の比較）】

また、今回用いた質問紙によるデータを因子分析してみた。

因子分析とは、複雑な統計資料を少数の要因に分解し、その要因間の関係や変動に着目

して全体的特徴を理解しようとする統計上の技法である。

因子分析したものを数値が 0.5 以上のものに着目して整理し、因子１のグループは「人

のために何かしようとする傾向性」、因子２のグループは「相手の立場」、因子３のグル



5-19

ープは「共感」とした。

資料２２は、質問項目がど

の因子と関係が深いかを示

したものである。資料１５で

第１回検証授業より第２回

検証授業の方が下がった項

目は、資料１７に示す因子２

によるものと一致する。つ

まり、本学級の児童は、「相

手の立場」についてもっと

深く考えさせることを重点

的に指導していくことが必

要であると考察した。

【資料２２ 因子分析の結果】

４ 各教科等との関連

道徳教育は、教育活動全体を通して行われるものであ

る。各教科等の学習活動や日常の生活指導と道徳の時間

との関連を図っていくことで、実践につながるものにな

ると考える。（資料２３）

資料２４の写真は、６年生児童が１年生児童に牛乳パッ

クの片づけのしかたを教えているところである。日常の

このような場面の中の、児童が主体的に実践していく機

会にしっかり目を向けていくことが大切だと考える。

道徳の時間においては、本研究で示したように、各教 【資料２３ 道徳の時間と、各教科等や日常の生活指導との関連】

科等の学習内容や学習態度について、補充・深化・統合

して指導していった。道徳的実践の場である特別活動に

おいては、よりよい生き方についての考えを深めたり人

間関係を築いたりなど、双方向で有機的な関連が図れる

ことを、意図的・計画的に指導をしていく。

また、内容に関わる関連だけでなく、人と人とのつな

がり、いわゆるコミュニケーション力を教育活動全体で

培っていくことが、道徳的価値の自覚を深め、道徳的実 【資料２４ 道徳的実践の一例】

践力を育成することにつながる。道徳の時間はもちろん、各教科等の学習活動や日常生活におい

て、人と関わるコミュニケーション力を育成する全体やグループでの話合いの機会や場を意図的、

計画的に設定していくことが、主体的に実践していくために必要だと考える。今後、各教科等で

道徳教育を意識しながら学習を進めていきたい。
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５ 家庭との連携

児童が主体的に実践していこうと

するためには、家庭との連携が必要

である。学校と家庭との連携を図る

ことで道徳的実践が習慣化され、日

常化される。その取組として、道徳

通信を発行した。（資料２５） 学校

からの発信だけでなく、家庭からも

児童の様子や意見を聞きながら進め

ていくことが、より実践につながる

と考える。家庭との連携を今後さら

に大切にしていきたい。 【資料２５ 道徳通信「こころ」の一部】

Ⅲ 研究の成果と課題

１ 成果

○ 道徳的実践につながる道徳の時間の指導の工夫や、実践に移すための過程の仕組み、各教

科等との関連について整理したことにより、道徳の時間だけでなく、他教科等や日常の生活

指導での改善点について明らかにすることができた。

○ 体験や体験活動を生かす工夫を取り入れたことにより、児童が授業の様々な場面で自分を

振り返ることができ、展開後段の自己の生き方を深く見つめることにつながった。

○ 展開後段に、自己を見つめ、小グループでの話合いを通して、再度自己の生き方を見つめ

る流れを位置付けたことにより、児童は友だちとのコミュニケーションを深め、実践に向け

ての考え方や意欲を表すことができるようになってきた。

○ 観察や記述に加え、心理尺度による評価を用いたことにより、児童の変容について、より

客観性のある評価をすることができた。

２ 課題

○ 道徳的実践力をさらに高めるために、児童一人一人がもっている道徳的価値やそれまでの

体験等の実態を詳細に把握する方法を研究する必要がある。

○ 児童の実態に応じて、実践につながる道徳教育のための、年間を通した指導計画の改訂が

必要である。
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